


( 1 )



　去る 3月下旬、医師の橋本学先生とともに、デンマーク

での認知症支援プログラム視察研修に参加させていただき

ました。この研修では、かの国における様々な認知症支援

機関を視察し、我が国とは異なる歴史や文化を背景とした

新たな視点とともに、相通ずる価値観もあることを学ぶこ

ととなりました。認知機能低下の水準に応じた支援の在り

方を追求しながら、その根底には「認知症の人に優しい国」

であろうとするスタンスがありました。高福祉高負担国家であるデンマークでは、助け合いや支え合

いの姿勢が明確であり、実際に寄付やボランティア参加者

も多いようでした。また、九州ほどの国土面積に約580万

人が暮らすデンマークでは、多様性よりも等質性や均一性

が重視されている印象を受け、より良いものを目指そうと

する欧米諸国や、その影響を受ける我が国にとって、その

価値観は非常に示唆的であると感じました。困難な状況に

対して、すぐに見切りをつけたり、取って代わる何かを探

したりするのではなく、ささやかな幸せを見つけたり満足しようとしたりする姿勢は、認知症の方々

への関わり方にも影響を及ぼすのではないでしょうか。すなわち、できないことを指摘・修正するの

ではなく、残され

た機能や興味関心

に注目することが、

デンマークの人々

にとってはごく自

然に可能なのでは

ないかと感じる視

察研修でした。
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　当院では麺料理が食べたいとの声が多く週1回程度
提供しています。今回は当院でも提供している、中国
北部の山東省で発祥した麺料理の1つをご紹介します。
豚のひき肉や細かく切ったものを豆板醤や甜麺醤で炒
めて作った「炸

ジャー

醤
ジャー

」と呼ばれる肉味噌を、茹でた麺の
上に乗せた料理です。本来は＜中華麺＞を使用します
が、岩手県盛岡のソウルフード「盛岡じゃじゃ麺」のよ
うに、＜うどん＞を使用してみました。香辛料を使用し
ており汁がないため塩分控えめです。お好みの麺で是
非お試しください。

料理名：

❶ うどんを湯がいておく。

❷ A→ゴマ油で豚肉と中葱を炒め、火が通ったら調味料を加え混ざったら片栗粉で

　 とろみをつける。

❸ AとBを盛り付ける。
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患者の権利

患者の義務
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